
（ ）
年 月 日

実施
内容

事業スケジュール　/　事業経費・財源　/　必要人工

〇事業スケジュール

R７ R８ R9 R10 R１１～

審議事項

〇令和８年度以降にかかるロボット産業政策の事業パッケージについて
庁議で決定

したいこと及び

想定（希望）
している結論

審議結果
（政策課記入）

○原案のとおり承認する。

事業効果
総合計画との関連

事業効果
本市におけるロボット産業政策の「目指すべき姿」と「今後の方向性」に基づく各事業に取り組
み、市内企業へのロボット導入や新たなビジネス創出、ブランディングの向上を一層推進し、地
域経済の活性化に繋げる。

効果測定指標 施策番号 施策２５

R７ R８ R９

事業効果
年度目標

（様式１）

事 案 調 書 決 定 会 議
審議日 令和７ 8 18

年度

年度

案 件 名 ロボット産業政策の今後の方向性にかかる事業パッケージ

所　　　管 環境経済
局
区

経済 部 産業支援・雇用対策 課 担当者 内線

事案概要

　ロボット産業政策に関して、「さがみはら産業振興ビジョン」において、重点プロジェクトに位置付けて各事業を推進してきた。令
和７年１月の庁議にて、これまでの取組を振り返るとともに上記ビジョンを補完するため、「ロボット産業政策の今後の方向性」を
諮り、目指すべき姿として『ビジネス環境や市民生活に溶け込んだ「ロボットのまち さがみはら」の実現』を掲げて、その実現に向
けた３つの目標とコンセプトを策定した。
　上記背景を踏まえて、「ロボット産業政策の今後の方向性」に基づく事業パッケージについて諮るもの。

【

★

○「調整会議」、「決定会議

○

○

○

○事業効果

○効果測定指標（定量面

○施策番号

○事業効果年度目標

○事業スケ庁内調整

予算査定

事業実施

（継続・拡充・新規）

庁議

庁外調整

庁議

庁内調整

（新総合計画・さがみは

ら産業振興ビジョンを踏

まえた見直し）

新総合計画・さがみは

ら産業振興ビジョンを

踏まえて反映
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備　　考

資料のカラーユニバーサルデザインについて確認済

調整会議（令和７年７月２８日） 原案のとおり上部会議に付議することとした。

事前調整、検討経過等

調整部局名等 調整内容・結果

調整会議（令和７年１月２２日） 「ロボット産業政策の今後の方向性について」を諮り、原案のとおり承認された。

関係課長打合せ会議（令和７年７月１
５日）

会議の結果を踏まえ、説明資料について一部修正した上で、調整会議へ諮ることとし
た。（構成課：政策課、DX推進課、総務法制課、人事・給与課、財政課、管財課、都市建
設総務課、地域経済政策課、創業支援・企業誘致推進課）

報道への情報提供 なし

パブリックコメント なし 時期 議会への情報提供 なし

日程等
調整事項

条例等の調整 なし 議会提案時期

〇

局内で捻出する人工概要

SDGs
関連ゴールに○

〇 〇

必要な人工 C=A-B 0 0 0 0 0 0 0

局内で捻出する人工※ B 0 0 0 0 0 0 0

一般財源拠出見込額 51,658 54,730 52,230

R1１ R１２ R1３

実施に係る人工 A 0 0 0 0 0

項目 R７ R８ R９ R１０

0 0

捻出する財源概要 事業見直しの結果、国庫を最大限活用し、一般財源については横ばい予定。

税源涵養
（事業の税収効果）

〇必要人工（事業実施に当たり、新たな人員配置を求める場合のみ記入） （人工）

元利償還金（交付税措置分を除く）

うち任意分

捻出する財源※２

国、県支出金 4,316 50,070 48,570

一般財源 51,658 54,730 52,230

その他

特
財

地方債

事業費（　　　　　費） 55,974 104,800 100,800

うち任意分

〇事業経費・財源 （千円）

項目 補助率/充当率 R７ R８ R９ R10 R11～

52,230

100,800

48,570

52,230

○事業経費・財源

○必要人工

R10以降は、

新総合計画

等を踏まえ

て、見直し可

能性あり
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（庁議結果）

【主な意見等】
＜財源について＞
〇(財政課総括副主幹)財源として見込む「新しい地方経済・生活環境創生交付金」について、活用にあたり審査はあるのか。
→（産業支援・雇用対策課長）審査はある。
→（財政課総括副主幹）活用できなかった場合はどのように考えているか。
→（産業支援・雇用対策課長）まずは申請を行い、交付決定を受けられた中でどの事業をどのように実施できるか出来る範囲で
調整させていただきたい。
→（地域経済政策課長）「デジタルで変わるみんなのさがみはら条例」を策定した中で、DX推進課から企業のＤＸを進めていき
たいと提案を受けており、正に合致した取組であることも考慮いただきたい。

〇(財政課総括副主幹)推進プログラムの雇用促進対策事業に紐づいているということでよいか。
→（産業支援・雇用対策課長）そのとおりである。
→（財政課総括副主幹）費用対効果を検証していただきたい。また、ＳＩＣや商工会議所等と一者随契をするに当たっては、しっか
りと説明ができるようにしていただきたい。

＜ロボットフレンドリーについて＞
〇(中央区区政策課長)ロボットフレンドリーの取組について、導入する施設の例が挙げられているが、具体にどのようなイメー
ジか。
→（産業支援・雇用対策課長）例えば、病院では薬や食事を各病棟に配達するロボットを導入している事例がある。学校において
も、給食を配るなどで活用が考えられる。観光施設については、まだ具体な案はないが、例えば、さがみ湖ＭＯＲＩＭＯＲＩでは、ド
ローンを活用してケーブルのチェックをしているケースもある。顧客に対してドローンを活用したアプローチができないかなど、
コンサルティング等に委託し、新たな領域における活用・導入方法を見つけていきたい。

〇(中央区区政策課長)区役所に取り入れる可能性もあるか。
→（産業支援・雇用対策課長）既に今年度から、本庁舎でロボットがエレベーターに乗って物品等を配送する実証実験に取り組ん
でいる。インフラ整備が必要になるが、南区や緑区の合同庁舎に広げていくことは考えられる。

＜成果指標について＞
〇（政策課長）３つの目標に対する成果指標の考え方はあるか。
→（産業支援・雇用対策課長）各事業展開をすることでブランド価値を高めることに繋がり、市内事業者の受注金額や受注件数
に反映されることを想定している。ただし、具体的な成果指標として定めることや、社会情勢次第で増減がある中で評価するこ
とが難しいと認識している。

庁議におけるこれまでの議論

（開催日） R7.7.28 （庁議種類） 調整会議

原案のとおり上部会議に付議する。
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1

【決定会議資料】ロボット産業政策の今後の方向性にかかる事業パッケージ
令和７年８月１８日

環境経済局 経済部 産業支援・雇用対策課
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１．ロボット産業政策の位置付け

２．ロボット産業政策の経過と今後の方向性

３．今後のロボット関連事業にかかる展開

４．各事業の説明【審議事項】
目標（１）：業種横断的な生産性向上と稼ぐ力の向上の実現
目標（２）：新たなロボットビジネスが生み出される

環境の構築
目標（３）：まちづくりを見据えた新たな技術にかかる

社会受容性・ブランド価値の向上

５．ロボット関連事業にかかる事業財源

目次
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１．本市のロボット産業政策の位置付け
ロボット産業政策に関して、市の基幹産業である製造業強化のため、平成26年度から開始。
「さがみはら産業振興ビジョン」においても、重点プロジェクトに位置付けている。
ロボット産業政策にかかるこれまでの取組を振り返るとともに、本ビジョンを補完するため、
令和７年３月に「ロボット産業政策の今後の方向性」を策定。

「未来へつなぐさがみはらプラン 〜相模原市総合計画〜」
（令和２年３月策定）

＜部門別計画＞
・第３次相模原市環境基本計画
・第２次相模原市地域温暖化対策計画
〜さがみはら脱炭素ロードマップ2050〜
・第３次相模原市観光振興計画 など

連携・整合

「ロボット産業政策の今後の方向性」
（令和７年３月策定）

補完

下位計画 下位計画

（Ｒ７年度〜Ｒ９年度）

（Ｒ２年度〜Ｒ９年度）

（Ｒ７年度〜Ｒ９年度）

「さがみはら産業振興ビジョン」
（令和７年３月策定）
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こ
れ
ま
で
の

主
な
取
組

現
在
の
課
題
・

社
会
変
容

今
後
の
方
向
性

【目標（１）】
業種横断的な生産性向上と
稼ぐ力の向上の実現
〜「製造現場や幅広い産業で
ロボットが活躍するまち」〜

【目標（２）】
新たなロボットビジネスが
生み出される環境の構築
〜「新たなロボットビジネスを創出
するため、より多くの関係者が集い
共創していくまち」〜

【目標（３）】
まちづくりを見据えた新たな
技術にかかる社会受容性・ブ
ランド価値の向上
〜「市民とロボットが共存す
るまち」〜

２．本市のロボット産業政策の経過と今後の方向性

【目指すべき姿】
ビジネス環境や市民生活に溶け込んだ「ロボットのまち さがみはら」の実現

これまでは、①生産性向上、②新たな価値創造、③普及・啓発に関する取組を推進。
課題や社会変容等を踏まえて、ロボット産業政策の「目指すべき姿」と３つの「目標・コン
セプト」を策定。

①生産性向上

製造業で人手不足や技術継承が深刻
• 「さがみはらロボット導入支援セン

ター」の運営
• ロボット導入補助金の交付
【成果】

相談対応件数（H27〜R6）：約300社
ロボット導入補助金の
交付数（H27~R6）：37件

②新たな価値創造

ロボット産業と親和性の高い企業
(機械加工、電子部品製造等)が集積
• 「さがみはらロボットビジネス協

議会」の設立
• ロボット関連企業の集積促進
【成果】

協議会ネットワーク会員数：67社

③普及・啓発

「ロボットのまち さがみはら」
の確立
• 市民向けイベントの開催
• ロボットの見える化に向けた

取組
【成果】

経済産業省から「先進地域」
に選定（全国５カ所の一つ）

• 業種横断的な人手不足
• ＤＸ・ＡＩ等の進展による生産性向

上ツールの多様化
• 新たなビジネス・研究開発の種

が生まれる仕組の活性化が必要
• 都市間競争の激化
• まちづくりの機会を見据えた

ロボット活用の促進



３．今後のロボット関連事業にかかる展開

5

今後は、３つの目標に基づく施策の好循環を構築し、『ビジネス環境や市民生活に溶け込ん
だ「ロボットのまち さがみはら」の実現』を目指す。
既存施策をベースに、拡充・新たな施策の検討を一体的に実施することで、各目標を推進。

ロボット・DX・AIの活用・研究開発
にかかる相談案件を呼び込み、新たな
ビジネス還流が増加

新たな技術の実証や社会実装を促進
することで、市内で一層の生産性向
上や稼ぐ力の向上を実現

コミュニティへの加入企業同士での連携・
協業により、研究開発や技術実証が推進

【目指すべき姿】
ビジネス環境や市民生活に溶け込んだ「ロボットのまち さがみはら」の実現

【目標（１）】
業種横断的な生産性向上と
稼ぐ力の向上の実現

幅広い業種に対して、ロボット・DX
・AIの３分野に関する活用を促進

【目標（２）】
新たなロボットビジネスが
生み出される環境の構築

市内企業のみならず市外企業も含めて、
多様な関係者が集まるコミュニティへ拡
大し、ビジネスの創出を促進

【目標（３）】
まちづくりを見据えた新たな技術にかかる
社会受容性・ブランド価値の向上

社会実装・導入を見据えた技術実証や、新
たな技術に関する普及啓発を推進すること
で市内で生まれたビジネスの成長促進



①RX支援事業（センター運営委託）【見直し・拡充】

４．各事業の説明 目標（１）：業種横断的な生産性向上と稼ぐ力の向上の実現
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②ロボット・デジタル導入補助金【拡充】

＜概要＞
• 「さがみはらロボット導入支援センター（改称予定）」

を核に、市内企業を中心に幅広い業種を支援
• ロボット・DX・AIの３分野の活用促進に向けた「相談・

コンサルティング」、ユーザー育成に関する「セミナー
・講座」の開催、多様な技術に触れられる「システム展
示」を実施

＜概要＞
• 市内の事業所において、製造・作業工程等に関する生産

性向上を目的に、ロボット・デジタルツールの活用に要
する導入経費を支援

〇補助率：中小企業２/３以内、大企業１/２以内
申請類型 補助上限

① 産業用ロボット枠 500万円（AIを活用する場合：1,000万円）
② サービスロボット枠 100万円（AIを活用する場合：250万円）
③ ＤＸチャレンジ枠 100万円

＜主な拡充点＞
ロボット導入のみならず、ロボット・DX・AIの３分
野の活用促進に伴って、「DXチャレンジ枠」を新設
(デジタルツールの導入にかかる初期段階の層に対す
る支援)
AIを活用する場合、補助金額を上乗せ

＜主な拡充点＞
製造業のみを主な対象としていたが、業種横断的に拡大
ロボット導入のみならず、ロボット・DX・AIの３分野
の活用推進

⇒「RX（Robotics Transformation）」の、自治体として
初の新たな概念を定義
対象業種・解決手段の拡大に伴って、専門家の増員・セ
ミナーを拡充
「ロボット導入支援事業」と「DX促進支援事業」を統合

Robot DX 

AI

RX

※「RX（Robotics Transformation）」：
ロボットによる変革全般を指す。デジタル技術やロボット等を活用し
た生産性向上や競争力強化、またロボットやAI等の技術革新を取り込
んだ新たなビジネス創出に関する取組全般を指す。

Robot

DX 

＜採択見込数＞
①産ロボ枠：２件程度（１件はAI活用枠）、
②サービスロボ枠＋③DXチャレンジ枠：５件程度

ロボット・DXは
別事業で展開

企業

相談

支援

同センターの支援分野領域

今
後



③ロボットビジネス協議会運営事業（コミュニティ運営委託）【見直し・拡充】

４．各事業の説明 目標（２）：新たなロボットビジネスが生み出される環境の構築
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④「全国ロボット・地域連携ネットワーク」への参画【継続】

＜概要＞
• 「さがみはらロボットビジネス協議会」を中心に、市内及

び市外を含めたロボット関係企業に関するコミュニティを
形成

• 多様な関係者同士が集まって、共創を通じた新たなビジネ
スが生まれる環境を構築

＜概要＞
• 国（主体：経済産業省）が、令和７年６月に地域の人手不足解

消に向けてロボット導入支援の取組を加速させていくことを目
的として立ち上げた「全国ロボット・地域連携ネットワーク」
（略称RINGプロジェクト）と連携を強化

• 本ネットワークへ、本市が「さがみはらRXコンソーシアム（
仮）」として幹事市として継続して参画することで、市内企業
に対するロボット活用・導入や地域内への新たなビジネス還流
を促進

＜主な拡充点＞
「ロボット導入支援センター（改称予定）」と「ロボ
ットビジネス協議会」について、一体的な運営に強化
。同センターが受ける相談企業への課題解決のため、
両者が効果的に対応できる体制に再構築
協議会に関して、市内企業同士のネットワーク形成に
留まらず、市外企業を含めたコミュニティへ拡大
多様な関係者同士が集まって、共創を促進するため、
コーディネーターを設置

「さがみはらRXコンソーシアム（仮）」の構築

【出典】経済産業省ロボット政策室 資料抜粋

両者を別々の主体が運営

一体的に運営

今
後

企業

相談

支援



⑤ロボットフレンドリー社会実装事業【新規】

４．各事業の説明 目標（３）：まちづくりを見据えた新たな技術にかかる社会受容性・ブランド価値の向上
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⑥ロボットのまち広報プロモーション事業【拡充】

＜概要＞
• 市内を対象に、「ロボットフレンドリー（※）」な環境構築に向けて、ロボットの社会実装の促進を目指す取組を支援

＜概要＞
• 市内・市民の社会受容性の向上や機運醸成に繋がる仕掛けを構築し、継続的な「ロボットの見える化」を推進
• 毎年６月１０日を「さがみロボットの日（仮）」として制定。また、既に制定している「はやぶさの日」と相互に機運醸成

を図ることを目的に、宇宙やロボットを身近に感じてもらえる各種事業を一体的に行うため、「宇宙・ロボットWEEK（仮
）」を実施。

• 市民にロボットを身近に感じてもらうためのイベント開催を倍増（２回⇒４回）し、さらに若年層向け（例：小中学生等）
に、ロボット体験ツアーやロボット出前授業等を開催

※ロボットフレンドリー：経済産業省が提唱している、業務フローや施設環境をロボットが活躍しやすい環境へ改変する取組の総称。

【取組２】ロボットフレンドリー社会実装事業（委託事業を想定）

【取組１】本庁舎におけるモデルケース創出事業（委託事業を想定）
• 令和８年度について、既に本年度から取り組んでいる市役所本庁舎においてロボットがエレベーターを乗降してフロア間

を移動する実証実験に関して、実装・導入に向けて継続的に実施

市内施設
①施設募集

ロボット
関連企業

③課題に応じた
ロボット関連企業
募集

②課題抽出

④マッチング・伴走支援市
（事務局委託）

• 令和８年度から令和１０年度において、市内でロボッ
トの活用・導入が進んでいない施設（※）を対象に、
ロボットフレンドリーな環境構築を支援する。

• ロボットの社会実装を促進するとともに、新たな技術
に関する普及啓発を推進することで、ロボットビジネ
スの成長を支援し、地域経済の活性化を目指す。

（※）重点施設
病院、学校、観光施設（遊園地、博物館等）、駅、商業
施設、大規模集合住宅 等

＜事業イメージ＞

＜採択見込数＞R８：２施設、R９：３施設、R10：３施設



〇細々目名
・事業ベース

R８年度
事業費
(一般財源額) ※増減額

R９〜10年度
事業費
(一般財源額) ※増減額

〇ＲＸ促進支援事業
・①ＲＸ支援事業 42,440

(21,220)
12,008

(−4,896)
42,440

(21,220)
12,008

(−4,896)
・②ロボット・デジタ
ル導入補助金

20,060
(10,060)

4,360
(−5,640)

20,060
(10,060)

4,360
(−5,640)

・③ロボットビジネス
協議会運営事業

16,700
(8,350)

8,860
(510)

16,700
(8,350)

8,860
(510)

・④「全国ロボット・
地域連携ネットワー
ク」への参画

100
(100)

0
(0)

100
(100)

0
(0)

・⑤ロボットフレンド
リー社会実装事業

22,000
(11,500)

22,000
(11,500)

18,000
(9,000)

18,000
(9,000)

・⑥ロボットのまち
広報プロモーション事
業

3,500
(3,500)

1,598
(1,598)

3,500
(3,500)

1,598
(1,598)

【合計】 104,800
(54,730)

48,826
(3,072）

100,800
(52,230)

44,826
(572)
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５．ロボット関連事業にかかる事業財源

現在（R７） R８年〜

〇細々目名
・事業ベース

事業費
(一般財源額)

〇ＤＸ促進支援事業
・中小企業等DX促進支
援事業

8,632
（4,316）

〇中小企業研究開発支
援事業
・ロボット導入支援事
業

21,800
(21,800)

・ロボット導入補助金 15,700
(15,700)

・ロボット産業活性化
事業

9,842
(9,842)

【合計】 55,974
（51,658）

統
合
・
一
括
り

新

単位：千円

※R７年度は、ロボット関連予算を「中小企業研究開発支援事業」、DX関連予算を「DX促進支援事業」で実施
※R８年度以降、両事業の統合・一括り化を実施。
※事業費増額分に関して、一般財源以外は特定財源（国庫：「新しい地方経済・生活環境創生交付金」）を活用
見込み。（「雇用促進対策事業」としての位置付けを想定）



第１３回 決定会議 議事録                   （様式４） 

 

○開催日 ：令和７年８月１８日 

○開催場所：第１特別会議室 

 

○案件名：ロボット産業政策の今後の方向性にかかる事業パッケージ  

○担当課：環境経済局 経済部 産業支援・雇用対策課 

 

（庁議構成員） 

■市長公室長 ■総務局長 ■財政局長 □政策部長 ■シビックプライド担当部長 

■財政部長  ■緑区役所副区長  ■中央区役所副区長  ■南区役所副区長 

■政策課長  ■総務法制課長 □財政課長 

 

（担当課） 

■経済部長 ■地域経済政策課長 ■産業支援・雇用対策課長 

 

 
 

（１）主な意見等 

○( シビッ ク プラ イ ド 担当部長) 神奈川県においても ロボッ ト や宇宙関連事業を 進めている が、

県の事業と の関わり はどのよう なも のか。 センタ ー運営は市の独自事業であり 、 県の事業と

連携し ていく イ メ ージか。  

→( 経済部長) そのと おり である。 情報共有し ながら 新たなも のを 生み出せると 考えている。  

○( シビッ ク プラ イ ド 担当部長) センタ ー運営の見直し 、 拡充と のこ と だが、 Ｒ Ｘ 支援事業と な

っ た際に委託先やロボッ ト ビジネス協議会に新たに参画する事業者の当てはあるのか。  

→( 産業支援・ 雇用対策課長) センタ ー運営の委託先は引き 続き Ｓ Ｉ Ｃ を 想定し ている。また、当

協議会に参画し てく る事業者は民間企業であるため、 多く の民間企業と の連携を 更に強化し

ていく イ メ ージである。  

○( 総務局長) 別々に委託し ていたさ がみはら ロボッ ト 導入支援セン タ ーと さ がみはら ロボッ ト

ビジネス協議会を 一体的に運営と あるが、 調整は進んでいるのか。  

→( 経済部長) センタ ーの運営はＳ Ｉ Ｃ で、 協議会の運営は相模原商工会議所であり 、 運営主体

が異なっ ているこ と から 、 庁議で承認いただいた後に調整に入る予定である。  

○( 総務局長) 実際に運営し ている 方の顔が見えないと 感じ ており 、 市だけでなく 、 産業支援機

関がう まく 機能し ているこ と をアピールし ていかないと 、 産業支援機関の在り 方や存在価値

を問われるこ と になる。 し っ かり アピールし ても ら いたい。  

○( 財政部長) ロボッ ト フ レン ド リ ー社会実装事業について、 採択見込数が令和８ 年度は２ 施設

と あるが、 どのよう な施設でどのよう な内容を 見込んでいるのか。  

→( 産業支援・ 雇用対策課長) 次年度から 募集するため、 まだ具体には決まっ ていない。 例えば、

病院で病院食を 病室まで運んだり 、 薬局から 病室に薬を 運んだり するなど、 現在人間がやっ

ているこ と を代替えするこ と を 想定し ている。  

→( 財政部長) 他市で実績はあるのか。  

→( 産業支援・ 雇用対策課長) 事業者個々でのロボッ ト 活用の実績はある が、 行政の取組と し て

実績はないと 思われる。  

○( 総務局長) 物を 運ぶと いう 例があっ たが、 医療機関では医療用ロ ボッ ト の導入が始まっ てい

る。 そう し たも のと は違う のか。  

→( 産業支援・ 雇用対策課長) 専業のも のは既に導入さ れている 実態があるが、 我々が取り 組も

う と し ているも のは汎用型のロボッ ト であり 、 新たな分野と し て、 市内企業が参画し ていけ

るよう なも のを イ メ ージし ている。  

○( 財政局長) 汎用型ロボッ ト の実績はあるのか。  
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→( 産業支援・ 雇用対策課長) 物を 運ぶこ と を 例に出し たが、 物流倉庫内でロ ボッ ト が運搬を し

ているこ と を聞いたこ と があると 思う が、 あく まで専業のも のである。 それを 市役所の中で

も 走ら せら れる よ う 仕様を 変更する よ う なこ と を 市内企業ができ る よ う になる こ と を イ メ

ージし ている。  

→( 財政局長) 来年度２ 施設で実施するこ と を 見込んでいるが、現状当てがなく 、また、 本庁舎で

の実証を 終えていない段階ではイ メ ージが湧かないと いう のが正直な感想である 。  

○( 財政局長) Ｓ Ｉ Ｃ のこ れまでの大き な実績は何か。  

→( 産業支援・ 雇用対策課長) 個々の事業者に対する支援件数であれば示せる。  

→( 財政局長) どう いう 効果があり 、 どう いう 風にその効果が広がっ ていっ たかと いう こ と が重

要ではないのか。  

→( 地域経済政策課長) ロ ボッ ト 導入後も 各企業において、 ロ ボッ ト の操作を する Ｓ Ｉ ｅ ｒ の知

識を 持っ た人員が必要と なるが、 その養成について相当数取り 組んでいる。  

→( 産業支援・ 雇用対策課長)「 全国ロボッ ト ・ 地域連携ネッ ト ワーク 」 においては、 今年経済産

業省が立ち上げた会議であるが、 相模原市は全国の先進地域５ 市に選ばれているこ と から 、

活動を評価いただいたも のと 認識し ている。  

→( 財政局長) 何を評価さ れたのかが見えない。  

→( 経済部長) Ｓ Ｉ Ｃ が作成し ている資料があるため、 改めて提示さ せていただく 。  

→( 財政局長) 実績や継承し てき たも のが見えてこ ないと 、 何がこ こ で拡充さ れる かが分かり づ

ら い。  

○( 市長公室長) 改めて、 各事業の運営主体を 説明さ れたい。  

→( 産業支援・ 雇用対策課長) ①Ｒ Ｘ 支援事業については、 さ がみはら ロ ボッ ト 導入支援センタ

ーの拡充であり 、 現在同様に市がＳ Ｉ Ｃ に委託し て行う 事業である。 ②ロボッ ト ・ デジタ ル

導入補助金については、 市が直営で民間事業者へ補助を実施するも のである。 ③ロボッ ト ビ

ジネス協議会運営事業については、 現在相模原商工会議所に委託し ているも のであるが、 ロ

ボッ ト 導入支援センタ ーと の連携を 強化するため、 商工会議所から Ｓ Ｉ Ｃ への委託先の変更

を含めて検討し ている状況である。 ④全国ロボッ ト ・ 地域連携ネッ ト ワーク については、 経

産省が実施するネッ ト ワーク へ市が参画するも のである。 ⑤ロボッ ト フ レ ンド リ ー社会実装

事業については二つの取組があり 、 一つは戸田建設と ロボッ ト ビジネス協議会と の３ 者で協

定を 結んでいる取組を 引き 続き 行う も のである。 も う 一つは、 市が民間事業者等に事務局を

委託し 、 市内施設へのロボッ ト 導入を 支援するも のである。 ⑥ロボッ ト のまち広報プロモー

ショ ン事業については、 市が行う も のである。  

○( 財政部長) さ がみはら ロボッ ト 導入支援センタ ーに関し て、 相談件数等の実績の記載がある

が、 そのう ちロボッ ト 導入につながっ た件数は分かるか。  

→( 産業支援・ 雇用対策課長) セン タ ーの名称から ロ ボッ ト を 導入するこ と がゴールのよう に見

えるが、 実態と し てはＤ Ｘ に近い相談も 受けているのが現状で、 ロボッ ト だけではなく 、 Ｄ

Ｘ の支援に取り 組んでいる場合も ある。  

→( 財政部長) 相談を 受けた、 研修を受けただけでなく 、 実際にどれだけ生産性の向上に寄与し

たのかが見える必要がある。  

→( 産業支援・ 雇用対策課長) 金額的なも のは難し いかも し れないが、 支援件数は提示でき るか

と 思う 。  

→( 経済部長) 事例を 示せるよう にする。  

○( 市長公室長) 今回の事業パッ ケージは３ つの目標を 達成するため、 相互に関連があり 、 一つ

でも 欠けてはなら ないと いう 考えか。  

→( 経済部長) そのと おり である。  

 

（２）結 果 

○原案のと おり 承認する。  

 
 


